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厚
年
基
金
解
散
へ
の
資
金
繰
り

中
小
企
業
を
支
援

Ａ
Ｉ
Ｊ
投
資
顧
問
に
よ
る
主
党
は
１
９
日
、
厚
生
年
金
基

年
金
消
忠
問
題
を
受
け
、
民
】
金
制
度
胞
車
の
巾
間
報
告
案

厚年椙金制度の将来的な廃止を
めざす民主案

・ ・ ９ ４ ｕ 」-

企゙業年金｜を残すか
ど ぅ か と 」

残さなし匹一一 - -・ぺ残す

暗定哲多疹，か確定解 散 ｜ 拠 出 型 に 移 行 ’ ゾ ｜

積み立で↓足め返済積み立て↓足は自力
を公的融資で支隋｜．で返済
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民主改
中間報告柔

を
ま
と
め
た
。
制
度
の
存
続

は
新
た
な
連
昂
夭
敗
や
財
政

悪
化
に
つ
な
が
る
と
し
、
基

金
に
解
散
な
ど
を
促
す
。
積

み
立
て
不
足
の
穴
埋
め
か
必

要
な
中
小
企
葉
に
は
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
や
借
用
保
証

協
会
の
公
的
融
資
を
活
用
し

て
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
。

将
来
の
厚
年
基
企
制
庭
の
廃

止
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

厚
年
基
余
は
公
的
年
金
の

一
部
で
あ
る
１
１
代
行
部
分
」
と

企
業
乍
余
を
一
休
で
運
用
・

支
給
す
る
包
米
學
糾
ｍ
厦
の

一
つ
。
こ
れ
ま
で
厚
年
乱
金

は
解
敞
し
た
く
て
も
、
代
行

部
分
の
積
み
立
て
不
足
を
返

済
で
き
る
ほ
ど
の
経
営
休
力

が
侭
坏
企
業
に
残
っ
て
い
な

か
っ
た
り
、
解
散
基
準
か
厳

し
か
っ
た
り
し
て
、
踏
み
切

れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

民
主
案
で
は
資
金
繰
り
の

支
援
策
と
し
て
、
金
融
機
関

か
貨
し
渋
り
や
貸
し
剥
が
し

を
行
わ
な
い
よ
う
に
、
金
融

検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
強
化
も

盛
り
込
ん
だ
。
解
散
驀
準
は

大
幅
に
柝
和
す
る
。

民
主
案
に
対
し
、
基
余
か

ら
は
反
発
の
戸
が
出
て
い

る
。
機
械
業
の
厚
乍
基
金
の

理
事
は
「
代
行
割
れ
基
金
は

全
体
の
４
創
に
す
ぎ
ず
、
健

企
に
や
っ
て
い
る
基
金
が
多

い
の
に
、
他
の
企
業
年
金
剛

度
へ
の
掠
付
を
迫
っ
た
り
、

制
度
を
㈲
止
し
た
り
す
る
の

は
お
か
し
い
」
と
話
す
。

艮
主
党
は
「
中
間
報
告
案

は
、
厚
生
労
働
省
で
議
諭
し

て

い

る

有

識

者

会

議

に

羅

人

一

-
■
Ｉ
Ｉ
Ｆ
-
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
一

限
反
映
し
て
ほ
し
い
」
（
蓮

肋
参
院
議
員
）
と
し
て
い
る
。

厚
労
省
内
に
も
厚
年
基
金
制

度
の
廃
止
に
は
慎
重
論
が
あ

り
、
廃
止
で
き
る
か
は
不
透

明
だ
。


